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大

文
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橋

さ
え
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太
陽
の
余
熱
の
い
ろ
か
ト
マ
ト
熟
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湧

水

の
音

を

離

れ

ず

更

衣 

 

が
が
ん
ぼ
の
脚

が
残

れ
る
楽

屋
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琴
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へ
芸

術

祭

の
上

野

山 

 

明

王

の
肩

を
そ
れ
た
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一

葉

か
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江
の
電
の
灯
が
近
づ
く
や
露
け
し
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洛

北

は
ち
ち
の
赴

任

地

大

文
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芒
種
と
か 

 

青
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丈 

 

笊
干
し
て
あ
り
こ
の
辺
の
梅
雨
の
明
け 

 

芒
種
と
か
窓
明
け
て
顔
出
し
て
み
る 

 

噴

水

の
前

で
ズ
ボ
ン
を
上

げ
直

す 

 

片

肘

を
車

窓

に
立

て
て
麦

の
秋 

 

青
柿
を
見
て
き
た
ま
ま
で
家
に
着
く 

 

海

や

山

川

の
物

ま
で
盆

支
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飲
み
な
が
ら
水
の
ぬ
る
む
よ
広
島
忌 

 
  

  



虫

時

雨 
 

植

松

安

子 
百

日

紅

実

と
な
り
そ
よ
ぐ
空

深

し 

掃
く
塵
に
今
日
も
落
蝉
ま
じ
り
を
り 

走

車

音

潮

騒

め
け
る
路

地

無

音 

ぬ
れ
縁

に
一

人

の
月

見

虫

時

雨 

虫
り
ん
り
ん
仕
事
盛
り
の
子
は
遠
し 

待

つ
電

話

短

く
切

れ
て
夜

長

か
な 

虫

時

雨

明

日

を
思

ふ
灯

に
一

人 

 

虫
し
ぐ
れ 

 

金

田

き
み
子 

橋
の
上
に
ぽ
つ
ん
と
屋
台
星
ま
つ
り 

風
を
ゆ
た
か
に
午
後
よ
り
の
白
芙
蓉 

子

と
あ
れ
ば
話

な
ど
な
く
遠

花

火 

霧

と
ん
で
切

株

白

く
残

り
た
る 

道
順
に
な
き
く
ら
が
り
の
虫
し
ぐ
れ 

一
雨

後

の
ど
れ
も
濡

れ
石

草

の
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秋

陰

や
上

野

に
古

ぶ
数

多

の
碑 

 

 
 

晩
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上

林

孝
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や

白

粉

花

に
指

そ
ま
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夜
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の
音

は
ば
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ら
ず
独

り
の
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小

判

草

ふ
れ
て
音

な
し
淋

し
か
り 

父
母
と
在
り
し
日
の
ご
と
蚊
遣
焚
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遺

影

に
は
遺

影

の
月

日

夜

の
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子

に
押

さ
れ
薫

風

の
中

車

椅

子 

虫

干

し
の
軍

事

郵

便

兄

は
亡
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ラ
ラ
バ
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小

島

み
つ
如 

大
百
日
紅
空
を
深
紅
に
塗
り
止
ま
ず 

盆
の
膳
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
汁
な
ど
も 

盆
過
ぎ
の
海
お
と
な
し
く
日
を
返
し 

秋
暑
な
ほ
午
前
と
午
後
の
部
屋
移
り 

新

涼

や

洗

濯

物

を

畳

む

縁 

人

そ
れ
ぞ
れ
花

に
も
個

性

酔

芙

蓉 

丑
三
つ
の
虫
鳴
く
吾
へ
ラ
ラ
バ
イ
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浜

降

祭 
 

真

保

喜
代
子 

並

木

に
も
注

連

張

り
祭

近

づ
き
ぬ 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
灼
け
て
海
の
香
濃
き
日
か
な 

何

事

も
祭

終

つ
て
か
ら
の
こ
と 

浜

降

祭

神

事

の
間

の
海

静
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朝

風

に

流

る

る

祝

詞

浜
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海

に
入
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前

の
神

輿

の
勢

ひ
立
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祭

よ
り
離

れ
て
海

を
見
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一
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鳥

渡
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長

沼

三
津
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障
子
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つ
て
昼
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海
鳴
り
間
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に
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柿

干

し
て
山

の
日

射

の
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な
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裏

海

の
刈

田

つ
づ
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に
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ぐ
な
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霊

山

の
霊

水
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て
水
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め
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波

音

の
刻

を
き
ざ
め
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鳥
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山

裏

に
広

が
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豊

作
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夕

映
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過

ぎ
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刈
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照
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亀
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深
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搔
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か
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片

付

か
ぬ
火

事
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一

軒

敗

戦

日 

岡
晴

夫
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や
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月
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五
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ゆ
る
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か
に
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が
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橋
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